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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3,3033 3,3300 +0,0267 3,4894 -0,1594

対円 JPY 30,79 30,42 -0,37 30,82 -0,40

対ユーロ BRL 3,6593 3,6988 +0,0395 3,9629 -0,2641

対ドル JPY 101,74 101,32 -0,4200 107,56 -6,2400

対ユーロ JPY 112,68 112,47 -0,21 122,12 -9,65

Index 51.842 51.902 +60 50.432 +1.470

bps 320,5 319,1 -1,4 330,5 -11,4

% 12,15 12,29 +0,14 12,44 -0,15

% 13,58 13,60 +0,02 13,19 +0,41

% 0,657 0,657 +0,000 0,661 -0,004

Index 189,7 190,0 +0,3 191,3 -1,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、ブラジル中銀による連日のドル買い介入を受けて、再びレアル売りが

優勢の展開。一時３．３４台半ばまでレアル安が進行した。ニューヨーク連銀のＤｕｄｌｅｙ総裁が、「英国のＥＵ

離脱によりマーケットの不透明感が高まっている」と警告したことも、海外投資家のリスク回避姿勢を強めた。

昨日公表されたＦＯＭＣ議事録（６月１４－１５日開催分）によると、「ＦＯＭＣメンバーは総じて、１－２本の労

働市場関連の統計に過剰反応するのは避けた方が良いとの認識で一致」した一方、最近の雇用データの

意味合いについては、「不透明」と捉えていることが判明した。５月の雇用の伸びについては、一部労働者

のストライキや統計上のノイズといった一時的な要素を理由に、「実態より低く示された可能性が高い」と多く

のメンバーが判断していることも分かった（一部の参加者は、雇用の伸び減速は、「経済活動の拡大ペース

の幅広い減速を示唆している可能性がある」と指摘している）。

Ｄｙｏｇｏ Ｏｌｉｖｅｉｒａ予算企画相代行は、２０１７年の財政目標について、「本日７日に公表する」との見解を
示した。先週以降の報道を踏まえると、財政赤字額は１５００－１７００億レアルに達する可能性が高い。なお、
同氏は増税の可能性について、「いかなる決定もされていない」と発言している。


